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中性紙の封筒を利用して作った「帯」を、該当箇所（文書１件単位）にかけ

ています。

「帯」を使用するのは、１冊の文書の中に複数箇所の非公開箇所がある場合

に綴じ部に加わる余分な力を少しでも減らせること、内容を確認しやすいこと

などの理由からです。

「帯」には「非公開」である旨と、何年後に公開または再協議などと記入し、

下端を着色しています。

下端に着色しておくと、文書を閉じた状態で見たときに非公開箇所があるか

どうか一目でわかります。
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実際に閲覧に供する時には、中性紙の袋をかけて見られないようにします。

閲覧が終われば、袋をはずしておきます。

（この措置は平成15年度現在のもので、改良のため変更される場合があります。）


